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新しい考え方 

 今年、「そうか、こういうやり方があるんだ。」と何度思ったことでしょう。 

 コロナウィルス感染症が猛威を振るう中、「やるか、やらないか」、「やるならどういう対策が必要か」、

「どんなやり方が考えられるか」と話し合う機会が実にたくさんありました。 

 その中でも、１２月３日(金)に行ったＰ

ＴＡ協賛事業では、その方法に「なるほ

ど！」と感動し、役員の皆様のはつらつと

した様子にまた感動し、そして子どもた

ちのうれしそうな表情にまたまた感動し

ました。 

例年、糸東小まつりの午後に実施して

きたＰＴＡ協賛事業。コロナ禍で実施が

危ぶまれる中、子どもたちに買い物をさ

せたい、楽しい思い出を作りたいとの強

い思いで、実施の方向で進んできました。 

  

顔を合わせ、同じ目標に向かって話合

いを重ねることが、大きな成果につなが

ることを、ＰＴＡの皆様から学びました。

子どもたちにすてきな思い出作りの場を

提供しようとの目標は、見事に達成され

ました。 

 職員も参加しました。子どもたちと一

緒に買い物をし、同じ楽しさを味わいま

した。本当に、よいひとときでした。 

 

 コロナウィルスという、目に見えないものに戸惑い悩むことがまだまだ続くことでしょう。 

 以前やっていたこと、できたことができないジレンマはあります。「今までと同じようにできたらい

いな。」という気持ちもあります。でも、そうはいきません。時代やその時々の状況に応じて、今までに

とらわれない、新しい考え方が前進につながります。 

準備や当日の活動に時間を割き、楽しそうに役割を全うしてくださった皆様に感謝の気持ちでいっぱ

いです。 

 この弾みが、令和４年にも続いていきますように。 
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４年生の国語には、「通学路の安全マップをつくろう」という学習が

あります。４年生は、数か月後には高学年になります。通学班のリーダ

ーとして地域、特に通学路の危険個所を知り、安全に登下校できるよう、

力を発揮してくれることでしょう。 

 国語の学習の一貫として、下校時に実際に通学路を点検することに

なりました。 

 毎日、子どもたちが何気なく歩いている通学路。どこに

どんな危険が潜んでいるか、そこではどう気を付ければよ

いか、多様な見方が必要です。 

 そこで、地域の方に、一緒に通学路を歩いていただきま

した。それらを地区ごとのマップにまとめ、今、中央廊下

に掲示しています。 

 ご協力くださいました皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 糸東小まつりの午後に位置付けていたＰＴＡ協賛事業。

コロナウィルス感染防止のため、実施を見合わせていまし

た。子どもたちに楽しい思いを味わってほしいとの、ＰＴ

Ａ役員の皆様の願いがあり、１２月３日（金）に、駄菓子販

売、なんでも市、弁当（現６年生が考案した「けんか祭り弁

当」）販売が実現しました。 

 一人３００円。１０円玉を混ぜて財布に入れてきました。 

 わかくさ班の６年生と２年生、５年生と１年生がペアに

なり、高学年は低学年の買い物を手助けしました。３，４年

生は自力での買い物です。 

 駄菓子コーナーでは、１０円、２０円、３０円のお菓子があり、１，２年生は、高学年児童やＰＴＡ

役員さんの手を借りながら、買い物ができました。 

 なんでも市では、家族のために品物を選ぶ児童が多く、

心が温かくなりました。 

 弁当販売では、予約した皆様が次々を受け取りに来ら

れました。 

 買い物を終えて教室に向かいながら、「３００円でこ

んなに買えたよ。」「すっごくたのしかった～。」と口々に

話す子どもたちの声に、実施していただいて本当によか

ったと思いました。ウキウキ、ワクワクしたひとときで

した。 

地域の方々の力をお借りして～通学路安全マップづくり 

みんなで楽しみました！ＰＴＡ協賛事業、大盛況！ 

いいものいっぱい！なんでも市 

どれにしようかな・・・迷ってしまうよ！ 



 「廊下を走ってはいけません。」とは言っても、走ってしまう。衝突や転倒があり危険だということは、

耳にタコができるほど言われても、つい走ってしまう子どもたち。 

 どうしたらいいだろうと代表委員会で話し合い、いくつか意見が出ました。その中で決まったのが、

「学級毎に廊下歩行のチェックをする」でした。以来、廊下の端に立ち、注意喚起をする姿が見られ、

互いに気を付けています。 

 自分たちで考え、行動し、居心地のよい学校生活にしようとする笛吹きっ子たちです。 

 

 

 

本に親しむため、様々な取組をしていますが、わかくさふれあいタ

イムでの本の読み聞かせは、本をとおして子どもたち同士の心の交

流があり、とてもよい時間です。 

 ６年生が、自分の班の下級生に

読み聞かせるために本を選び、読

む練習をします。 

 本を読んでくれる６年生を取り囲んでじっと本を見つめ、６年生が

読む声に耳を傾ける様子は、本当にすてきです。 

 運動委員会が企画した「わかくさ班対抗大縄大会」は、１年

生から６年生まで、大縄の技能差がある中、声をかけ合い、タ

イミングよく背中を押し、回数を増やしてきました。 

 練習日には、運動委員会が場の設営をし、給食を終えた児童

が体育館に集まります。集まった人たちから練習を始め、昼休

みの体育館は、あっと言う間に活気にあふれます。 

 縦割りのわかくさ班で集まると、異学年での語らいが始ま

り、笑顔になります。 

 給食委員会が企画した「お箸名人」のひとこまです。  

 １分間に、大豆を何個つまんで、別の器に移せるか、挑戦す

る子どもたち。最高記録は３７個でした。すごいですね。 

 懸命に大豆をつまもうと頑張っている子どもたちの箸の持

ち方は実に様々でした。 

 食べ物が口に入ればよいとも思いますが、やはり箸は正しく

もって、美しい所作でいただくことで「命をいただく」「食事を

整えていただいたことに感謝する」気持ちを表したいです。 

自分たちの学校を、自分たちで居心地よくする笛吹きっ子たち 

わかくさふれあいタイム「本の読み聞かせ」～しっとり、いい時間 

わかくさ班対抗 大縄大会 ～ 絆、深まる！楽しさ、高まる！！ 

命をいただきます。 箸を正しく使えるようになりたいな！～お箸名人 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アルミ缶回収へのご協力、ありがとうございます。 

 各地区公民館、公会堂にアルミ缶回収袋を設置していただき、

また学校も常設としたところ、収益が上がってきました。１１

月は、４５，８００円という、過去最高額となり、地域の皆様

のご協力に、感謝の気持ちでいっぱいです。今後とも、ご協力 

の程よろしくお願いい

たします。 

  

令和３年が終わり、令和４年が始まります。 
 令和３年を振り返ると、やはりコロナウィルス感染症の影響を多く受けた１年であったことが思い浮

かびます。お盆の頃から感染者数が増加し、実施できなかったこともありまし

た。でも、半日ではあったけれど運動会ができたこと、５年生の妙高自然教室や

６年生の修学旅行が予定どおりできたこと、バスに乗って出かけることができ

たこと、ヤギさんを迎えて一緒に過ごせたこと、糸東小まつりができたこと、Ｐ

ＴＡ協賛事業でみんなが楽しい時間を過ごせたこと・・・たくさんのいい思い出

ができました。  

 令和３年は、ご理解とご協力をいただき、本当にありがとうございました。 

１月の予定 
７日（金）３学期始業式（給食後下校） 

１０日（月）○祝成人の日 

１１日（火）跳び箱運動週間（～１月 26日） 

      ＰＴＡ執行部会 １８：３０～ 

１３日（木）委員会活動 

１４日（金）３・４年生スキー学習 ８：３０～１５：２５ 

     金管課外（引継ぎ練習） ５・６年生 

１８日（火）のびのび集会 １３：３５～１３：５５ 

      金管課外（引継ぎ練習）５・６年生 

２０日（木）委員会活動 

      校内書き初め展（～２月４日）、金管課外（引継ぎ練習） ５・６年生 

２１日（金）ＮＲＴ学力検査（算数、社会） 

      糸魚川中学校体験入学（６年生）１３：３０～１５：２５ 

２４日（月）ＮＲＴ学力検査（国語、理科） 

２５日（火）金管課外（引継ぎ練習）５・６年生  

２６日（水）２年生そり遊び ８：３０～１２：００ 

２８日（金）不審者対応避難訓練（３限） 

      金管課外（引継ぎ練習） ５・６年生 

 

11月の収益 ４５，８００円、 合計 ２１３、９２８円 


